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24.-強誘電体の円二色性 と電気旋光効果の起因

井 上 慎

:旋光地は (1)式で表されるDrtJdeの分散式lこ縫う汝長坂存性 を7)-汁 .親妨屯性苑乳 PPも

白花分極の苑生にともなって鹿3Yl･純が変化する羽敦は花泉旋5℃･効果 として知 られているが､ これに

解 して tl)式中で変化を示すのが特性級長 1 -であるのれ 旋回強度 R.であるのかは現在まで美

執的には確捜されていない. これは広 く屯気光学効果の微視的起因 を解明することにもつながり.

祐也純絹軌の素子 を閑雅する指針 を与える点で虫垂であると思われる. ､この点に関 しては旋光組

とKFẐNERS-mONIGの関係式で緒び付け~ら九でいる円二色性の謝走が直接的な知見 を与えるものと患

われる. そこで本研究では､一光学括性 を持つ-軸性親妨屯体僧晶のう ち. 二次の宅気旋光効果を持

つCaそSTくC2日sCOO).(以下DSP). その同族軌 格であるCa2Pb(C2ll,COO). (以下DLP).及び一

次の屯気鹿北効果 を持っf,i,Ge.I)..(5P3(j)について円二色性の乱皮変化 を､強肪屯相転移点 を

含む温度範朗で網走 した.

L)SP, DLPlよ弧誘喝性相転移を77号し､ かつ フェロ相.Jtラ相の南柏において光学括性を持つ.

この2つの村品は紫外柳城にいくつかのfTJ二色スペク トル をしめすが､ 本研究ではDSPに?いて

は 3-バンド. DIJPについてはJ-バンドと名付けたスペクトルについて. その温度変化 を耐走

した. それぞれの場合についての特性披1'<1-､ 旋Lill熱波R-の軌妓依存性 をFlt.I.Fli.2に示す. こ

れよリ次の 2点が明かとなる. I)両軸品非に. 1-については柵転移点的後ICその乱皮依存性には

明峨な変化はみられず､相転移lこ解 して､.エネルギーレベルの相対的変化はみられない. 一九 2)

RHこ関 しては､特にDLPのd-バンドは州転移点がJ後で自邦分極苑生に対応 した軌著な変化 をみ

せる.従って, 花見旋光効果の起因は､ l'SまたはEによりRtが変化することにより脱明できること

が明かとなった.
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